
『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。
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神社は、上矢作町大船山の標高１,０６０㍍に位置し、

１８５６（安政 3）年の神社改築の折に彫られた本殿の彫刻

は、県の重要文化財に指定されている。この彫刻は、立
たて

川
かわ

和
わ
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の作で、本殿正面が唐
から
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、波、牡
ぼ
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をく

わえる唐獅子など。脇障子は、

雲の中の鳳
おおとり

、狂
くるい
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などで写実

的に表現されている。

　大船神社に至る参道には、約

３００本のアカマツの巨木が約４

㌔にわたって立ち並び、１９８３（昭

和５８）年、「日本名松百選」に

選ばれた。樹齢は推定２３０年。

また大船神社の境内には県指定

天然記念物の弁慶杉もある。大

船神社は、近年はパワースポッ

トとしても注目を浴びている。
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５２

▲笠置山にあるピラミッド状のペトログラフ

▲大船山にある大船神社

　長島町鍋山の中腹に立つメンヒルは原始

的な呪
じゅ

術
じゅつ

、儀礼、あるいは信仰と深い関係

をもった遺構とも考えられる巨石記念物。

寄り添うように立つ、2本の立石の数㌢離

れた隙間からは、夏至に日の出が見えるこ

とが確認された。

ペトログラフ・イワクラ 超古代からのメッセージ

大船神社と松並木 日本名松百選

広報えなNo.１５４
２０１１年（平成２３年）

 ７月１日発行

発行　恵那市役所／編集　企画課広報広聴係

岐阜県恵那市長島町正家一丁目１番地１志（０５７３）２６-２１１１／思２５-６１５０

http://www.city.ena.lg.jp/　糸 info@city.ena.lg.jp
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『広報えな』７月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１.１円（税込み）です。

　書物によれば、大船神社の前身は勝岳山

大船寺という寺院で、７６５～７６７年（天平

神護年間）に奈良東大寺の初代別当良
ろう

弁
べん

が

開いたと伝える古い寺であった。その後、

明治の神仏分離令により、山中の六
ろく

社
しゃ

権
ごん

現
げん

が残って現在の大船神社になったという。
▲約４㌔にわたって巨木が続いて
いる松並木

　ペトログラフとは、先史時代から岩石に刻まれた文字

や記号、文様、絵画のことを言い、特に笠置山周辺で見

られる。学術的研究と古代のロマンを求め、地元住民を

はじめ、各種団体が古代からのメッセージを研究中。

　イワクラとは、現代の神社やお寺などの本殿に相当す

る超古代の山岳祭
さい

祀
し

遺跡のことを言う。今から約４千年

以上も昔、三角岩

や巨大石など、不

思議な形をした大

小さまざまな岩を

ご神体の岩として

祭ったもので、「磐
いわ

座
くら

」と書き表す。

山岡町には「野田」、

「別荘」など数々の

巨石群がある。

次号は７月１５日号
　発行日は７月１５日㈮です

▲夏至の日に、隙間から日の出が見えると
いう長島町鍋山のメンヒル


